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カ
ム
イ
ミ
ン
響
フ
は
一
九
八
四
年
で
活
麺
す
る
団
体
叙
ユ
ニ
ー
ク
な
施

Ⅲ
Ⅱ
ｕ
三
月
か
ら
奇
数
月
に
隔
月
発
行
さ
雛
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
り
ん
ゆ
う

千
十
！
れ
、
昨
年
一
月
の
第
百
二
十
塔
で
体
観
光
の
業
溺
と
は
切
り
離
さ
れ
、
独

創
螺
雛
・
凧
灘
騨
誕
恨
謹
識
灘
蕊

を
蝋
羅
鮭
蕊
蕊
鮭
識
蕊
菱
訓

版
撚
霊
珊
舞
鍬
鵜
鶴
篭
灘
鯛
駐
稚

ブ
詳
測
誰
謬
霊
瀕
蕊
蝿
憾
江
篭
分
謹
噸

工
鴫
窪
鴎
一
難
雛
詮
文
繰
講
謹
蝿
淘

ウ
堪
確
蹟
、
淳
娼
擢
逼
雛
鵬
顎
藍
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｜
脇
啓
二
一
篭
溌
鱗
灘
緋
蕊
《
謹
撫

カ
ム
イ
ミ
量
コ
は
一
九
八
農
で
繕
零
る
腿
ユ
ニ
常
蝿
鍵
霞
』
と
い
っ
た
一
雀
警

一
一
一
局
か
ら
衛
腎
に
鯛
獄
驚
き
瞥
蔑
に
わ
箇
；
う
の
、
そ
を
『
＃
ｆ
贈
責

蝿
驚
一
周
の
曹
二
蔦
藤
蝿
の
奄
腫
：
喜
卿
謹
陸
噂
馨
ン
ブ
ズ
マ
ン
」

：
っ
潅
羅
耀
溌
卿
幸
翼
層
了
蔦
嬉
撚
；
た
．
『
粥
マ
藍
爾
い
：
と

患
で
す
．
八
べ
‐
ジ
帽
る
た
と
一
羅
雲
二
感
蔭
「
レ
ン
ガ
い
つ
鷺
電
の
と
箪
憾
曾
鋤

獅
鍵
種
織
に
ニ
ー
一
一
一
人
の
エ
ッ
恒
を
＃
縫
曹
迄
を
樹
繍
協
に
灘
び
議
脂
。

ｌ
、
箭
曝
記
事
夢
ラ
ス
す
る
塚
に
語
っ
て
い
た
誉
、
第
一
一
一
号
で
驚
二
８
－
霧
ら
特
篭
担

僅
…
紳
二
…
…
…
…
鴬
い
；
・
該
蚤

膿
…
費
誠
雲
ン
；
…
種
；
§
職
‐
芝
鍵
…
扇
扇

ン
亨
ネ
ッ
ト
上
で
；
シ
参
さ
ん
、
篭
騒
で
憾
誕
篭
分
篭
隠
の
＃
」
、
蔦
山
：
蟻

一
亨
…
（
言
号
ミ
ー
雷
昌
昌
箪
瞥
誉
．

元
企
業
の
経
営
面
か
ら
と
ら
え
た

景
冒
蔓
）
と
し
て
層
雲
し
雪
小
嬢
ア
オ
難
の
練
」
罰
慰
羅
瀞
種
畜
合
う
曝
山

た
．
篭
に
二
弗
綱
の
縛
驚
エ
苦
延
副
葡
塵
点
っ
龍
蝋
慣
噌
』
、
北
箪
畷
六

ツ
セ
倣
収
富
無
二
背
に
は
菖
然
も
、
「
北
瀞
適
鰯
薯
遷
嬢
の
二
製
麺
し
て
層
箪
謹

；
雲
噌
冬
ン
多
胃
施
…
鯉
『
し
蝋
闇
し
腫
霞
・
蕊
…
ぃ

第
一
号
が
公
瞥
れ
ま
し
た
．
さ
ん
ぺ
っ
天
文
台
」
「
神
胃
勝
記
ま
…
」
、
△
課
臓
の
富
農
っ

…
鋤
：
：
…
雲
…
…
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三
月
一
日
に
第
一
号
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
前
年
に
繊
路
孝
弘
知
事
が
誕

生
し
、
一
村
一
品
迩
動
が
起
こ
っ
た

時
噸
で
、
同
じ
日
に
は
「
お
ｌ
い
北

海
漣
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
勇
一
ち
お
こ
し
」

の
鐸
郷
期
で
す
。
カ
ム
ぷ
き
以
雲
フ

も
「
み
な
さ
ま
の
心
壁
む
す
ぶ
北
海

道
の
風
土
も
漆
鍵
幽
と
い
う
サ
ブ

‐
準
』
○

次
イ
ト
ル
鞍
錨
げ
ま
し
７

■
口
画

秦
一
号
の
特
集
は
「
大
雪
山
震

醒
峡
・
鵬
密
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
座

談
会
で
し
た
。
と
い
う
の
も
カ
ム
イ

ミ
ン
ま
う
と
い
う
蕊
イ
膿
ル
が
ア
イ

ヌ
語
で
神
烏
の
遊
ぶ
庭
と
い
う
意
味

で
、
具
体
的
な
場
所
と
し
て
は
大
窪

山
系
を
示
し
、
発
行
元
で
あ
る
り
ん

ゆ
う
観
光
が
大
雪
山
・
黒
毎
ロ
ー
ブ

門
脇
啓

文
化
、
産
業
別
年
の

宮

I
両
Ⅱ
’
…
ｉ
ｎ
‐
，
、
Ｉ
４
１
ｉ
〃
０
１
＃
〃
夙
一
圃
凹
函
Ⅱ
凹
面
Ⅱ
Ⅱ
問
例
Ⅱ
‐
Ｉ
風
Ｈ
１
珊
副
‐
ｕ
ｊ
Ⅱ
回
『
Ⅱ
別
刷
圃
画
Ⅵ
岡
“
Ⅲ
“
剛
Ｉ
Ｒ
ｑ
．
．
Ⅲ

”
ず
■

靭
産
．

■

「
時
代
と
わ
た
し
三
浦
繊
子
」
「
ア
旭
川
市
旭
山
励
物
園
」
、
峨
剛
戦

イ
ヌ
語
を
守
る
平
取
型
一
風
谷
」
中
の
ダ
ム
建
設
で
犠
牲
に
な
っ
た
人

化

や
は
り
テ
Ｉ
マ
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
ま

さ
に
雑
誌
感
覚
で
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
．

八
ぺ
ｌ
ジ
の
特
集
は
四
百
字
の
原

稲
刑
祇
換
流
で
二
十
～
三
十
枚
に
な

り
、
総
合
月
刊
誌
の
特
築
記
晦
に
相

頚
す
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
玄
詮
れ
が

毎
年
六
本
ず
つ
二
十
年
に
わ
た
っ
て

級
み
腫
廻
ら
れ
て
き
た
の
で
す
．

カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
の
も
う
一
つ
の

桂
は
各
界
の
人
穴
に
依
願
し
た
エ
ッ

セ
ー
鐸
乎
い
そ
一
己
で
す
。
特
鎚

同
様
に
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ

ん
．
二
士
年
間
で
鱈
い
て
い
た
だ
い

た
人
為
は
お
よ
そ
三
百
五
十
人
に
も

及
び
、
そ
の
と
き
ど
き
に
諦
蝋
性
の

あ
る
方
点
、
地
道
に
生
き
る
人
為
な

ど
に
蚕
場
し
て
い
た
き
ま
し
た
。

昨
年
一
月
カ
ム
イ
ミ
ン
ぢ
う
の
百

二
十
号
が
発
海
さ
れ
て
休
刊
と
な
っ

た
あ
と
、
始
ま
っ
た
の
が
特
蝶
と
エ

ッ
セ
ー
の
デ
ー
盈
べ
１
ス
化
で
し

た
．
そ
し
て
順
次
イ
ン
女
－
ネ
ッ
ト

で
公
開
し
、
百
二
十
号
分
が
す
べ
て

出
そ
ろ
っ
た
の
が
昨
年
十
二
月
一
日

で
す
。

従
来
の
カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
は
表
紙

種
含
め
た
十
六
ペ
ー
ジ
の
冊
子
で
し

た
。
一
部
二
百
円
の
値
段
が
つ
い
て

お
り
、
全
国
の
定
期
雛
審
に
郵
送
す

る
ほ
か
、
一
部
の
書
店
で
販
爽
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
餓
審
の
広
が

り
に
は
限
り
が
あ
り
、
墨
行
部
数
は

お
お
む
ね
四
～
痕
千
部
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
百
二
十
感
分
種
合
わ
せ
れ
ば

単
行
本
十
冊
ほ
ど
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で

あ
り
、
小
冊
子
と
い
う
形
態
篭
は
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
霞
探
し
出
し
て
読
智

の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

潤婁
ひご

巴
閏
〆
画

ｌ
‐

た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ヘ
の
収
納
で
閲

覧
は
懲
容
か
に
便
利
と
な
っ
た
の
で

す
○

回
ロ
ロ

二
十
日
に
公
胴
さ
れ
た
ウ
ヱ
ブ
版

カ
ム
ノ
さ
シ
奮
う
第
一
号
の
娠
初
の

テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
が
「
刷
版
と
Ｉ

Ｔ
今
後
の
課
題
と
可
能
職
を
探

る
」
で
す
。

作
蒙
の
喫
直
己
さ
ん
、
出
版
社
の

土
肥
寿
郎
さ
ん
、
印
刷
業
の
大
谷
勝

載
幽
薄
譲
糾
唖
灘
嘩

掲
議
雫
ぞ
”
驚
鞍
ぃ
た
だ

α
心
〕
す
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ

一
計
蕊
蕊
巷
蝿
鯛
鰐

セ
躯
蝿
薙
懲
鶴
罷
織

ツ
肥
版
物
に
比
べ
、
い
ま
ひ
と
つ
し
っ

エ
翻
蕊
灘
篭
灘

の
灘
蕊
篭
誠
簾

人
耀
織
糊
締
認
蕊

ｎ
Ｍ
Ｕ
点
で
蝿
子
画
面
か
ら
入
っ
て
く
る
文

弱
宇
悩
報
は
議
だ
ま
だ
頭
聯
す
霞
で

界
潅
老
い
な
い
の
か
も
し
れ
掌

各
麗
鎖
蓋
鴫
騨
躍

印
刷
が
あ
と
数
年
も
す
れ
ば
普
通
に

な
る
だ
ろ
う
と
予
想
、
シ
Ｌ
い
ま
す
。

カ
ム
イ
ミ
ン
客
コ
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
の
幾
つ
か
を
選
ん
で
印
刷
・
製
本

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
し
よ

・
亀
今
回
の
詩
塞
ナ
ー
マ
は
、
新
た

に
ス
タ
ー
ト
す
る
ウ
ェ
ブ
版
カ
ム
イ

ミ
ン
蕊
ラ
が
抱
一
暮
色
課
題
と
将
来
の

可
能
性
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

（
か
ど
わ
き
・
け
い
じ
Ⅱ
フ
リ
ー
ラ

イ
久
ｌ
・
カ
ム
イ
ミ
ン
ダ
ラ
調
築
室

ス
タ
ッ
フ
）
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、
捌
世
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